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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第47期

第２四半期連結
累計期間

第48期
第２四半期連結
累計期間

第47期

会計期間

自平成23年
10月１日
至平成24年
３月31日

自平成24年
10月１日
至平成25年
３月31日

自平成23年
10月１日
至平成24年
９月30日

売上高（百万円） 40,432 42,243 80,254

経常利益（百万円） 1,490 547 2,241

四半期（当期）純利益（百万円） 705 325 758

四半期包括利益又は包括利益

（百万円）
714 430 735

純資産額（百万円） 18,913 19,181 18,843

総資産額（百万円） 36,570 39,645 37,227

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
65.33 30.16 70.25

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 51.7 48.3 50.6

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
4,875 334 6,861

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△558 △3,033 △4,295

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△343 2,745 △931

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円）
6,054 3,763 3,716

　

回次
第47期

第２四半期連結
会計期間

第48期
第２四半期連結
会計期間

会計期間

自平成24年
１月１日
至平成24年
３月31日

自平成25年
１月１日
至平成25年
３月31日

１株当たり四半期純利益金額

（円）
28.83 20.90

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載してお

りません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営んでいる事業の内容に重要な

変更はありません。 

　第１四半期連結会計期間より、主要な関係会社であるマミーサービス㈱が、葬祭事業に進出しました。

　なお、これに伴う報告セグメントの区分の変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生及び、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政権交代後の積極的な経済政策に期待感が高まり、円高の是

正、株高の進行等、景気回復も見られる状況となりました。

スーパーマーケット業界におきましては、国際価格の上昇や円安が進んだことによる小麦などの原材料費の値上

げ圧力が強まりつつあり、一方で、雇用・所得環境の回復は遅々とする中、電力料金の値上げの実施等による消費者

の生活防衛意識に根差す節約志向が一層の高まりを見せ、低価格競争が益々激化し、また生産地表示等にも神経質な

品質・品揃え等消費者ニーズの多様化、高度化への対応も従来以上に求められるなど、引き続き厳しい経営環境が続

いております。

このような情勢の中、当社グループ（当社及び連結子会社）は、「ディスティネーション・ストアの構築」を営業

スローガンとして、これまで以上にお客様の立場に立った商品政策や売場展開、お客様に信頼される接客に努め、お

客様視点での魅力ある店舗づくりを強力に推進してまいりました。

営業面におきましては、徹底したコストダウンによる低価格戦略の推進、顧客ニーズに対応した良質で割安感のあ

る品揃えを実現するためディスティネーション商品（お客様がその商品を目指してご来店いただける商品）の開発

等を実施してまいりました。

環境活動におきましては、電気使用量の見える化システムによる厳格な電気使用量管理の実施等これまでの環境

対策に加え、店舗照明のＬＥＤ化推進、ペットボトルや古紙の新たな店頭回収・リサイクルシステム（マミーマート

リサイクルステーション）を７店舗で試験的に導入する等を実施してまいりました。

店舗展開におきましては、平成24年11月埼玉県川越市に「生鮮市場ＴＯＰ川越店」、12月埼玉県さいたま市岩槻区

に「岩槻府内店」、平成25年２月埼玉県白岡市に「白岡西店」、３月千葉県柏市に「柏根戸店」をオープンするとと

もに既存の岩槻店の改装をいたしました。また、２月に「岩槻城南店」を閉店しました。したがって、当第２四半期連

結累計期間末の店舗数は、温浴事業を含め65店舗となりました。　

この結果、当第２四半期連結累計期間の連結営業成績は、売上高42,243百万円（前年同四半期比4.5％増）、営業利

益357百万円（同72.6％減）、経常利益547百万円（同63.3％減）、四半期純利益325百万円（同53.8％減）となりま

した。

セグメント別の営業の状況は以下のとおりです。

　

［スーパーマーケット事業］

当第２四半期連結累計期間は、売上高41,897百万円（前年同期比4.5％増）、営業利益343百万円（同73.4％減）と

なりました。

［その他の事業］

売上高346百万円（前年同期比1.2％減）、営業利益14百万円（前年同期比3.9％減）となりました。

　

（２）財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末より2,418百万円増加し39,645百万円となり

ました。これは主に、新規出店に伴う固定資産の増加によるものであります。

負債は、前連結会計年度末より2,079百万円増加し20,463百万円となりました。これは主に、新規出店に伴う資金

調達として長期借入金が増加したことによるものであります。

純資産は、前連結会計年度末より338百万円増加し19,181百万円となりました。これは主に、四半期純利益の計上

によるものであります。

　

（３）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、3,763百万円（前連結

会計年度末比46百万円の増加）となりました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであり

ます。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における営業活動により得られた資金は334百万円（前年同四半期は4,875百万円の
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収入）となりました。これは主に、税金等調整前四半期純利益の計上によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における投資活動の結果支出した資金は3,033百万円（前年同四半期は558百万円の

支出）となりました。これは主に、有形固定資産の取得によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における財務活動により得られた資金は2,745百万円（前年同四半期は343百万円の

支出）となりました。これは主に、長期借入金の増加によるものであります。

　

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題

はありません。

　

（５）研究開発活動

該当事項はありません。

　

（６）主要な設備

新設

前連結会計年度末において計画中であった重要な設備の新設のうち、当第２四半期連結累計期間において完了

したものは次のとおりであります。

会社名 店舗名 セグメントの名称 所在地 設備の内容 完了年月

提出会社
生鮮市場

ＴＯＰ川越店
スーパーマーケット事業 埼玉県川越市 店舗 2012年11月

提出会社 岩槻府内店 スーパーマーケット事業
埼玉県さいたま市

岩槻区
店舗 2012年12月

提出会社 白岡西店 スーパーマーケット事業 埼玉県白岡市 店舗 2013年２月

提出会社 柏根戸店 スーパーマーケット事業 千葉県柏市 店舗 2013年３月
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 18,850,500

計 18,850,500

②【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
(平成25年３月31日)

提出日現在発行数（株）
（平成25年５月15日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 10,796,793 10,796,793

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

完全議決権株式で、権

利内容に何ら限定のな

い当社における標準と

なる株式であり、単元

株式数100株でありま

す。

計 10,796,793 10,796,793 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

平成25年１月１日～

平成25年３月31日 
－ 10,796,793 － 2,660 － 2,856
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（６）【大株主の状況】

 平成25年３月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

住友商事株式会社 東京都中央区晴海１丁目８番11号 2,164 20.04

岩崎　悦久 埼玉県東松山市 1,802 16.70

マミーマート共栄会 埼玉県さいたま市北区宮原町２丁目44番１号 850 7.88

株式会社つしま 埼玉県東松山市本町２丁目２番47号 617 5.72

株式会社ライブ・コア 埼玉県東松山市本町２丁目２番47号 571 5.30

岩崎　裕文 埼玉県さいたま市浦和区 559 5.18

株式会社埼玉りそな銀行 埼玉県さいたま市浦和区常盤７丁目４番１号 345 3.20

株式会社武蔵野銀行

（常任代理人

日本マスタートラスト信託銀行

株式会社）

埼玉県さいたま市大宮区桜木町１丁目10番８号

（東京都港区浜松町２丁目11番３号）
303 2.81

株式会社シジシージャパン 東京都新宿区大久保２丁目１番１号 271 2.51

国分株式会社 東京都中央区日本橋１丁目１番１号 212 1.97

計 － 7,698 71.30
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

　 平成25年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

 無議決権株式 － － －

 議決権制限株式（自己株式等） － － －

 議決権制限株式（その他） － － －

 完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式       1,400
－ －

 完全議決権株式（その他） 普通株式　10,791,000 107,910 －

 単元未満株式 普通株式       4,393 － －

 発行済株式総数           10,796,793 － －

 総株主の議決権 － 107,910 －

　（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式67株が含まれております。

　

②【自己株式等】

　 平成25年３月31日現在

所有者の氏名

又は名称
所有者の住所

自己名義所有

株式数（株）

他人名義所有

株式数（株）

所有株式数の

合計（株）

発行済株式総数に

対する所有株式数

の割合（％）

（自己保有株式）

株式会社マミーマート

埼玉県東松山市

本町２丁目２番47号
1,400 － 1,400 0.01

計 － 1,400 －　 1,400 0.01

  

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

役職の異動

新役職名 旧役職名 氏名 異動年月日

常務取締役 取締役 斯波範雄 平成24年12月21日

常務取締役

（営業企画室長兼人事部・財務部・

システム部管掌）

常務取締役

（第２商品事業部長）
秋葉和夫 平成25年１月17日

取締役

（第２商品事業部長兼拡販商品担

当）

取締役

（第２商品事業部拡販商品担当部長

兼人事部・財務部・システム部管

掌）

宮﨑聡 平成25年１月17日
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成25年１月１日から平成

25年３月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成24年10月１日から平成25年３月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、監査法人アヴァンティアによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,716 2,363

売掛金 46 29

有価証券 － 1,400

商品 1,659 1,701

貯蔵品 11 9

繰延税金資産 749 749

その他 1,339 1,430

流動資産合計 7,523 7,683

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 7,682 9,644

機械装置及び運搬具（純額） 488 425

土地 8,652 8,672

建設仮勘定 1,063 863

その他（純額） 1,202 1,689

有形固定資産合計 19,089 21,295

無形固定資産 353 305

投資その他の資産

投資有価証券 264 367

長期貸付金 473 451

差入保証金 7,268 7,248

賃貸不動産（純額） 373 373

繰延税金資産 1,162 1,161

その他 787 805

貸倒引当金 △68 △48

投資その他の資産合計 10,261 10,360

固定資産合計 29,704 31,961

資産合計 37,227 39,645
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 7,842 8,122

短期借入金 150 150

1年内返済予定の長期借入金 847 1,368

未払費用 1,985 1,519

未払法人税等 711 347

ポイント引当金 634 646

賞与引当金 382 364

その他 795 642

流動負債合計 13,348 13,160

固定負債

長期借入金 1,256 3,560

長期預り保証金 1,573 1,559

転貸損失引当金 203 171

退職給付引当金 825 853

役員退職慰労引当金 700 698

資産除去債務 456 441

その他 19 18

固定負債合計 5,035 7,303

負債合計 18,384 20,463

純資産の部

株主資本

資本金 2,660 2,660

資本剰余金 2,856 2,856

利益剰余金 13,330 13,564

自己株式 △1 △1

株主資本合計 18,844 19,078

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △18 84

その他の包括利益累計額合計 △18 84

少数株主持分 16 18

純資産合計 18,843 19,181

負債純資産合計 37,227 39,645
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年10月１日
　至　平成24年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年10月１日
　至　平成25年３月31日)

売上高 40,432 42,243

売上原価 30,518 32,176

売上総利益 9,914 10,066

営業収入 581 622

営業総利益 10,495 10,688

販売費及び一般管理費 ※1
 9,187

※1
 10,331

営業利益 1,308 357

営業外収益

受取利息 24 29

受取配当金 2 2

受取賃貸料 31 15

受取手数料 78 75

協力金収入 － 48

その他 64 46

営業外収益合計 201 217

営業外費用

支払利息 12 13

その他 6 14

営業外費用合計 19 27

経常利益 1,490 547

特別利益

固定資産売却益 － 92

貸倒引当金戻入額 － 20

役員退職慰労引当金戻入額 － ※2
 28

その他 － 14

特別利益合計 － 155

特別損失

固定資産除却損 14 9

賃貸借契約解約損 － 80

特別損失合計 14 90

税金等調整前四半期純利益 1,475 611

法人税等合計 768 283

少数株主損益調整前四半期純利益 707 328

少数株主利益 1 2

四半期純利益 705 325
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年10月１日
　至　平成24年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年10月１日
　至　平成25年３月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 707 328

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 7 102

その他の包括利益合計 7 102

四半期包括利益 714 430

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 712 428

少数株主に係る四半期包括利益 1 2
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年10月１日
　至　平成24年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年10月１日
　至　平成25年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,475 611

減価償却費 631 898

賃貸借契約解約損 － 80

貸倒引当金の増減額（△は減少） － △20

退職給付引当金の増減額（△は減少） 21 27

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 25 △2

賞与引当金の増減額（△は減少） △16 △18

受取利息及び受取配当金 △27 △31

支払利息 12 13

固定資産売却損益（△は益） － △92

固定資産除却損 14 9

売上債権の増減額（△は増加） 24 16

たな卸資産の増減額（△は増加） △49 △39

未収入金の増減額（△は増加） △305 △87

仕入債務の増減額（△は減少） 3,479 279

未払費用の増減額（△は減少） 105 △466

その他 △159 △217

小計 5,233 961

利息及び配当金の受取額 6 4

利息の支払額 △9 △10

法人税等の支払額 △355 △620

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,875 334

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △50 △0

無形固定資産の取得による支出 △29 △0

有形固定資産の取得による支出 △505 △3,141

有形固定資産の売却による収入 － 177

差入保証金の差入による支出 △260 △377

差入保証金の回収による収入 299 298

その他 △12 11

投資活動によるキャッシュ・フロー △558 △3,033

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 49 －

長期借入れによる収入 100 3,300

長期借入金の返済による支出 △400 △462

配当金の支払額 △91 △91

その他 － △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △343 2,745

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 3,973 46

現金及び現金同等物の期首残高 2,081 3,716

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 6,054

※
 3,763
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【会計方針の変更】

（減価償却方法の変更）

　当社グループは、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年10月１日以後に取得した有形固

定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

　これにより、従来の方法に比べて、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利

益はそれぞれ35百万円増加しております。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

税金費用の計算

　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　

【注記事項】

（四半期連結損益計算書関係）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自  平成23年10月１日
至  平成24年３月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成24年10月１日
至  平成25年３月31日）

報酬給与賞与 3,418百万円 3,574百万円

賞与引当金繰入額 383百万円 364百万円

役員退職慰労引当金繰入額 25百万円 25百万円

ポイント引当金繰入額 224百万円 247百万円

賃借料 1,863百万円 2,017百万円

　

※２　役員退職慰労引当金戻入額

役員退職慰労金の受領辞退に伴う取崩額を計上しております。

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自  平成23年10月１日
至  平成24年３月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成24年10月１日
至  平成25年３月31日）

現金及び預金勘定 2,255百万円 2,363百万円

有価証券に含まれるＣＰ 2,400百万円 1,400百万円

短期貸付金に含まれる売戻し条件付現先 1,399百万円 －百万円

現金及び現金同等物 6,054百万円 3,763百万円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成23年10月１日　至　平成24年３月31日）

（１）配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資 配当金の総額
１株当たり

配当額
基準日 効力発生日

平成23年11月14日

取締役会 
普通株式 利益剰余金 91百万円 8.50円 平成23年９月30日平成23年12月19日

 

（２）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末日後となるもの

決議 株式の種類 配当の原資 配当金の総額
１株当たり

配当額
基準日 効力発生日

平成24年５月15日

取締役会 
普通株式 利益剰余金 91百万円 8.50円 平成24年３月31日平成24年６月11日　

 　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成24年10月１日　至　平成25年３月31日）

（１）配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資 配当金の総額
１株当たり

配当額
基準日 効力発生日

平成24年11月14日

取締役会 
普通株式 利益剰余金 91百万円 8.50円 平成24年９月30日平成24年12月25日

 

（２）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末日後となるもの

決議 株式の種類 配当の原資 配当金の総額
１株当たり

配当額
基準日 効力発生日

平成25年５月15日

取締役会 
普通株式 利益剰余金 91百万円 8.50円 平成25年３月31日平成25年６月10日　
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成23年10月１日　至　平成24年３月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

　

　

報告セグメント
その他

（注１）
合計 調整額

四半期連結

損益計算書

計上額

（注２）

スーパーマー

ケット事業

売上高 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 40,081 350 40,432 － 40,432

セグメント間の内部

売上高または振替高
2 － 2 △2 －

計 40,083 350 40,434 △2 40,432

セグメント利益 1,293 15 1,308 －　 1,308

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、温浴事業であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成24年10月１日　至　平成25年３月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

　

　

報告セグメント
その他

（注１）
合計 調整額

四半期連結

損益計算書

計上額

（注２）

スーパーマー

ケット事業

売上高 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 41,897 346 42,243 － 42,243

セグメント間の内部

売上高または振替高
2 0 2 △2 －

計 41,899 346 42,245 △2 42,243

セグメント利益 343 14 357 －　 357

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、温浴事業と葬祭事業であり

ます。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成23年10月１日
至　平成24年３月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成24年10月１日
至　平成25年３月31日）

１株当たり四半期純利益金額 65円33銭 30円16銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（百万円） 705 325

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 705 325

普通株式の期中平均株式数（千株） 10,795 10,795

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

第48期（平成24年10月１日から平成25年９月30日まで）中間配当については、平成25年５月15日開催の取締役会に

おいて、次のとおり決議いたしました。

（イ）配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　91百万円

（ロ）１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 8円50銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日　　　　　　　平成25年６月10日

（注）　平成25年３月31日現在の株主名簿に記載または記録された株主に対し、支払いを行います。　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成25年５月14日

株式会社マミーマート

取締役会　御中

監査法人アヴァンティア

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 小　笠　原　直　　印

 業務執行社員  公認会計士 入　澤　雄　太　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社マミー

マートの平成24年10月１日から平成25年９月30日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成25年１月１日か

ら平成25年３月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成24年10月１日から平成25年３月31日まで）に係る四半期

連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社マミーマート及び連結子会社の平成25年３月31日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が四半期連結財務諸表に添付する形で別途保管しております。

　　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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